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マスミューチュアル生命 

2002 年度決算のお知らせ 

 

マスミューチュアル生命保険株式会社（本社：東京都 渋谷区、代表取締役社長兼 CEO：平野 

秀三）の、2002 年度（2002 年 4 月 1 日～2003 年 3 月 31 日）の決算について、お知らせいたします。 

 
2002 年度のハイライト 

 

◆ソルベンシー・マージン比率  740.3% 

当社の 2002 年度末における、保険金等の支払余力を示すソルベンシー・マージン比率は

740.3％です。 

◆「AA-」の格付け 

当社は 2003 年１月 20 日付で株式会社日本格付研究所（JCR）より、保険金支払能力格付けにお

いて「AA-」を付与されています。 

 
「マスミューチュアル生命」は、米国総合金融グループ「マスミューチュアル・フィナンシャル・グループ」の一員です。 
 
マスミューチュアル・フィナンシャル・グループについて 

「マスミューチュアル・フィナンシャル・グループ」は、2,400 億ドル(28 兆 7,760 億円*）を超える運用資産を有する、国
際的、多角的、成長指向型の金融サービス組織です。グループの各企業は生命保険、年金、所得補償保険、長期
介護保険、退職プランニング商品、資金運用、その他金融商品・サービスを提供しています。 

グループの中核となる生命保険会社マサチューセッツ・ミューチュアル・ライフ・インシュアランス・カンパニーは主要
格付機関よりそれぞれ最上級およびそれに準じた格付けを付与されており、極めて強固な財務基盤を有する生命保険
会社です。 

（スタンダード＆プアーズ：「AAA」、フィッチ：「AAA」、A.M.ベスト：「A＋＋」、ムーディーズ：「Aa1」） 
 

「マスミューチュアル・フィナンシャル・グループ」はマサチューセッツ・ミューチュアル・ライフ・インシュアランス・カンパ
ニーおよびその関係会社を指すマーケティング・ネームです。関係会社にはオッペンハイマー・ファンド・インク、デヴィ
ッド・L・バブソン＆カンパニー・インク、コーナーストーン・リアルエステート・アドバイザーズ・インク、マスミューチュア
ル・インターナショナル・インク、MML・インヴェスターズ・サービス・インク、ザ・マスミューチュアル・トラスト・カンパニー・
FSB、アンタレス・キャピタル・コーポレーション、MML・ベイ・ステート生命保険会社、C.M.生命保険会社が含まれま
す。 
マスミューチュアル・フィナンシャル・グループの URL：www.massmutual.com 

*2002 年 12 月末現在、1 ドル＝119.90 円で換算 
 

※上記の格付けは 2003 年 3 月 31 日現在の評価であり、将来的に変更される可能性があります。また、格付けは格付機関の意見であり、

保険金支払などについて保証するものではありません。 
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2002 年度決算のお知らせ 

 

 

 

 

１．主要業績
  （１）保有契約高 (単位:千件、億円、％)

２００２ 年 度 末 ２００１ 年 度 末

件   数 金   額 件   数 金   額

前年度比 前年度比 前年度比 前年度比

個    人    保    険 340 95.6 18,036 89.8 356 94.6 20,095 91.4

個 人 年 金 保 険 74 98.8 2,259 98.5 75 96.4 2,292 94.3

団    体   保    険 - - 5,536 76.9 - - 7,200 84.7

団 体 年 金 保 険 - - 103 80.9 - - 127 84.7

（注）１．個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金

          支払開始後契約の責任準備金を合計したものです。

　　　２．団体年金保険については、責任準備金の金額です。

  （２）新契約高 (単位:千件､億円)

２００２ 年 度 ２００１ 年 度

金   額 金   額

件  数 転換による 件  数 転換による

純 増 加 純 増 加

個    人    保    険 42 1,840 1,770 69 42 2,412 2,310 102

個 人 年 金 保 険 1 76 86 △ 10 0 11 26 △ 15

団    体    保    険 - 31 31 - 30 30

団 体 年 金 保 険 - 0 0 - -            -            

（注）１．件数は、新契約に転換後契約を加えた数値です。

       ２．新契約・転換による純増加の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。

　　　３．新契約の団体年金保険の金額は第1回収入保険料です。

  （３）主要収支項目 (単位:億円、％)

２００２ 年 度 ２００１ 年 度

前年度比 前年度比

569 101.2 562 90.9

171 92.3 185 63.0

669 88.6 755 88.9

39 73.5 54 54.8

38 59.1 64 456.6

  （４）利益処分 (単位:億円、％)

２００２ 年 度 ２００１ 年 度

前年度比 前年度比

1 55.0 1 22.9

37 144.4 26 - 

  （５）総資産 (単位:億円、％)

２００２ 年 度 ２００１ 年 度

前年度比 前年度比

5,132 102.5 5,006 94.5

新 契 約 新 契 約

保 険 料 等 収 入

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額

当 期 未 処 理 損 失

総 資 産

資 産 運 用 収 益

保 険 金 等 支 払 金

資 産 運 用 費 用

経 常 損 失
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２．2002年度末保障機能別保有契約高

(単位:千件、億円)

個  人  保  険 個 人 年 金 保 険 団  体  保  険 合        計

件数 金    額 件数 金    額 件数 金    額 件数 金    額

死 普 通 死 亡 321 17,845 -   2 12,965 5,536 13,287 23,383
亡 災 害 死 亡 126 4,732 28 641 119 310 274 5,684
保 そ の 他 の

障 条件付死亡

 生  存  保  障 19 190 74 2,257 0 0 93 2,448

入 災 害 入 院 132 6 9 0 117 0 259 7

院 疾 病 入 院 114 5 9 0 -   -   124 6
保 そ の 他 の

障 条件付入院

 障  害  保  障 80 -   -   -   117 -   197 -   

 手  術  保  障 115 -   9 -   -   -   125 -   

団 体 年 金 保 険 財形保険・財形年金保険 合        計

件数 金    額 件数 金    額 件数 金    額

 生  存  保  障 150 103 0 2 150 105

医 療 保 障 保 険 就業不能保障保険

件数 金    額 件数 金    額

 入  院  保  障 2 0 就業不能保障 12 0

（注）１．団体保険、団体年金保険、財形保険・財形年金保険、医療保障保険（団体型）および就業不能保障保険の

　  　　　件数は､被保険者数を記載しています。

　　　２．「生存保障」欄の金額は、個人年金保険、団体保険（年金特約）および財形年金保険（財形年金積立保険を

　  　　　除く）については、年金支払前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の責任準備

　  　　　金を合計したもの、団体年金保険、財形保険および財形年金積立保険については責任準備金を表します。

        

　　　３．「入院保障」欄の額は入院給付日額を記載しています。

　　　４．医療保障保険の「入院保障」欄には、疾病入院に関わる数値を記載しています。

　　　５．就業不能保障保険の金額は､就業不能保障額（月額）を記載しています。

項      目

1 34 -   

19 1

-   -   -   1

項      目

項      目 項      目

34

19 1 -   -   -   -   
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３．2002年度決算に基づく契約者配当金例示

    2002年度決算に基づく当社「長寿安心年金(保障付長寿祝金付愛の終身年金)」

  について契約者配当金を例示いたしますと、次のとおりです。

<例>長寿安心年金の場合

    30歳加入、60歳年金開始・払込満了、男子、年払、診査扱

    年  金  年  額      10 万円

    死 亡 一 時 金     150 万円 (1994年度以降契約は、200万円)

(単位:円)

経過年数 契約年度 継  続  中  の  契  約 死 亡 契 約

3 2000 (59,780) 0 2,000,000

5 1998 (51,080) 0 2,000,000

7 1996 (50,170) 0 2,000,000

9 1994 (49,170) 0 2,000,000

11 1992 (29,750) 0 1,500,000

13 1990 (29,750) 0 1,500,000

15 1988 (31,100) 0 1,500,000

17 1986 (31,100) 0 1,500,000

19 1984 (35,600) 0 1,500,000

21 1982 (35,600) 0 1,500,000

23 1980 (35,600) 0 1,500,000

25 1978 (35,600) 0 1,500,000

27 1976 (35,600) 0 1,500,000

29 1974 (35,600) 0 1,500,000

  (注) 1. 「死亡契約」欄は、契約応当日以後死亡の場合の受領金額を、

         　 「継続中の契約」欄の（    ）内は保険料を記載しています。

　　　２． 経過年数とは２００３年４月１日から２００４年３月３１日の間の契

　　　　　約応当日での経過年数をいいます。
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４．2002 年度の一般勘定資産の運用状況 

（１）2002 年度の資産の運用状況 
①運用環境 

2002 年度の日本経済は、外需が牽引役となり 2002 年 4－6 月期の実質成長率が前期比＋1.3％と高

い伸びを示しました。その後、米国景気の減速や円高等を受け輸出の伸びが鈍化したことや、雇用情勢

の悪化から個人消費が年度後半マイナスに転じたことから、実質成長率は前期比で 10－12 月期＋0.5％、

2003 年 1－3 月期＋0.0％となり、景気減速懸念が台頭しました。 

このような環境下、株式市場は年度初めは堅調に推移したものの、国内景気の減速、持ち合い解消の

売り、更には中東情勢の緊迫化から米国株安が進行したこと等から下落に転じました。その後も下落基調

を辿り、3 月には日経平均でバブル後最安値となる 7,824.82 円を付け、7,972.71 円で年度末を迎えまし

た。 

国内長期金利は、内外景気の先行き不透明感、デフレ観測の高まり等を背景に年度を通じて低下基

調を辿りました。9 月には、日銀による銀行保有株式購入の報道や国債増発による需給悪化懸念から一

時的に急騰する場面もありましたが、景気後退懸念より長期金利は再び低下基調を辿り、過去最低水準

である 0.695％で年度末を迎えました。 

為替相場は、米国の景気減速懸念や株安を受けて、期初の１ドル 130 円台から７月には 115 円台まで

ドル安が進行しました。その後ドル／円相場は、日米の景況感が共に悪化する中、120 円を挟んだ展開と

なり、120.20 円で年度末を迎えました。 

 

②運用方針 

当社は、資産・負債の特性を考慮し、円金利資産を中心としたポートフォリオ運営を基本にしておりま

す。また、各資産のリスク・リターンの特性を勘案し、許容できるリスクの範囲内で証券化商品等をポートフ

ォリオに組み入れることにより、収益の向上を目指しております。加えて、リスク管理体制の強化を図る事

により、資産の健全性及び資産効率の向上にも努めています。 

 

③運用実績の概要 

2002 年度の総資産は前年度末比 2.5％増え、5,132 億円となりました。 

資産配分については長期の安定的な利息収入を確保する為、国内公社債を前年度末比 585 億円増

やし、2,067 億円（総資産占率 40.3％）となりました。その一方で、貸付金は前年度末比 269 億円減の

1,108 億円（対総資産占率 21.6％）、その他の証券は、短期公社債投信の解約により、前年度末比 225

億円減の 118 億円（対総資産占率 2.3％）となりました。 

    資産運用収益については、国内金利が低水準で推移したことから、利息配当金収入は前年度比

96.7％に止まりました。また、有価証券売却損益は 21.9 億円、為替差損益は 2.6 億円となり、2002 年度の

運用利回りは 2.69％となりました。 
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（２）資産の構成

（単位：百万円、％）

金    額 占  率 金    額 占  率

20,359 4.0 15,718 3.1

- - - -

- - - -

5,414 1.1 5,593 1.1

- - - -

- - 16,688 3.3

355,595 69.3 300,327 60.0

206,763 40.3 148,235 29.6

8,869 1.7 272 0.1

128,120 25.0 117,437 23.5

公 社 債 128,120 25.0 117,437 23.5

株 式 等 - - - -

11,841 2.3 34,381 6.9

110,859 21.6 137,818 27.5

15,538 3.0 15,614 3.1

1,402 0.3 7,148 1.4

6,952 1.4 8,988 1.8

△ 2,864 △ 0.6 △ 7,274 △ 1.5

513,257 100.0 500,623 100.0

36,032 7.0 41,615 8.3

公 社 債

株 式

現 預 金 ・ コ ー ル ロ ー ン

買 現 先 勘 定

買 入 金 銭 債 権

金 銭 の 信 託

債券貸借取引支払保証金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

合 計

う ち 外 貨 建 資 産

２００２年度末
区     分

２００１年度末

繰 延 税 金 資 産

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

貸 付 金

不 動 産

商 品 有 価 証 券

有 価 証 券
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（３）資産の増減

（単位：百万円）

２００２年度 ２００１年度

金    額 金    額

4,640 △ 43,833

- -

- -

△ 178 5,503

- -

△ 16,688 △ 3,234

55,268 30,348

58,527 △ 25,061

8,596 △ 1,566

10,683 22,672

公 社 債 10,683 22,672

株 式 等 - -

△ 22,540 34,304

△ 26,959 △ 20,813

△ 76 △ 931

△ 5,746 2,283

△ 2,035 311

4,409 1,196

12,634 △ 29,169

△ 5,583 19,710

貸 倒 引 当 金

合 計

う ち 外 貨 建 資 産

区     分

繰 延 税 金 資 産

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

貸 付 金

不 動 産

商 品 有 価 証 券

現 預 金 ・ コ ー ル ロ ー ン

買 現 先 勘 定

買 入 金 銭 債 権

そ の 他

有 価 証 券

公 社 債

株 式

金 銭 の 信 託

債券貸借取引支払保証金
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（４）資産運用関係収益

（単位：百万円）

２００２年度 ２００１年度

13,916 14,389

預 貯 金 利 息 2 6

有 価 証 券 利 息 ・ 配 当 金 8,548 8,150

貸 付 金 利 息 4,259 5,327

不 動 産 賃 貸 料 976 860

そ の 他 利 息 配 当 金 129 43

－ － 

70 290

－ － 

2,644 3,495

国 債 等 債 券 売 却 益 1,196 2,368

株 式 等 売 却 益 － 924

外 国 証 券 売 却 益 1,448 201

そ の 他 － 0

244 － 

－ － 

264 189

4 200

17,144 18,565

区     分

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入

金 銭 の 信 託 運 用 益

商 品 有 価 証 券 運 用 益

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 益

金 融 派 生 商 品 収 益

そ の 他 運 用 収 益

合     計

有 価 証 券 売 却 益

有 価 証 券 償 還 益

為 替 差 益
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（５）資産運用関係費用

（単位：百万円）

２００２年度 ２００１年度

0 3

－ － 

－ － 

－ － 

449 468

国 債 等 債 券 売 却 損 － 16

株 式 等 売 却 損 0 165

外 国 証 券 売 却 損 360 287

そ の 他 88 － 

2,088 4,379

国 債 等 債 券 評 価 損 － － 

株 式 等 評 価 損 1,757 4,379

外 国 証 券 評 価 損 331 － 

－ － 

－ 36

－ － 

712 － 

－ － 

320 262

424 282

3,996 5,434

（注）有価証券評価損の株式等評価損には「金銭の信託」の評価損を含みます。

区 分

支 払 利 息

為 替 差 損

有 価 証 券 売 却 損

有 価 証 券 評 価 損

有 価 証 券 償 還 損

商 品 有 価 証 券 運 用 損

金 銭 の 信 託 運 用 損

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 損

金 融 派 生 商 品 費 用

合 計

賃 貸 用 不 動 産 等 減 価 償 却 費

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 付 金 償 却

そ の 他 運 用 費 用
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(６)資産運用に係わる諸効率

①資産別運用利回り

（単位：％）

２００２年度 ２００１年度

1.32% 0.90%

－ －

－ －

2.16% 2.83%

－ －

△4.62% △18.35%

3.07% 3.80%

△26.83% 161.27%

4.39% 3.71%

2.75% 3.57%

2.42% 3.38%

2.48% 2.04%

2.69% 2.59%

4.83% 4.18%

(注)利回り計算式の分母は帳簿価額ベースの日々平均残高、分子は経常損益中、

　　資産運用収益－資産運用費用として算出した利回りです。

一 般 勘 定 計

株 式

外 国 証 券

貸 付 金

不 動 産

う ち 一 般 貸 付

(注)海外投融資とは、外貨建資産と円建資産の合計です。

区     分

現 預 金 ・ コ ー ル ロ ー ン

金 銭 の 信 託

公 社 債

買 現 先 勘 定

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

債 券 貸 借 取 引 支 払 保 証 金

う ち 海 外 投 融 資
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②売買目的有価証券の評価損益

（単位：百万円）

（注）本表には、「金銭の信託」等の売買目的有価証券を含みます。

③有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）

（単位：百万円）

うち差益 うち差損 うち差益 うち差損

- - - - - - - - - -

- - - - - 175,653 182,531 6,878 7,467 588

- - - - - - - - - -

339,539 358,470 18,930 23,495 4,564 139,961 141,719 1,757 4,890 3,133

194,361 206,762 12,400 12,615 214 16,839 17,087 248 483 235

11,918 8,673 △ 3,244 48 3,292 13,687 12,059 △ 1,627 79 1,707

116,467 126,143 9,676 10,707 1,030 69,495 72,663 3,168 4,263 1,094

公 社 債 116,467 126,143 9,676 10,707 1,030 69,495 72,663 3,168 4,263 1,094

株 式 等 - - - - - - - - - -

11,472 11,476 3 28 25 34,351 34,315 △ 35 59 95

5,319 5,414 94 95 0 5,588 5,593 4 4 0

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

339,539 358,470 18,930 23,495 4,564 315,614 324,251 8,636 12,358 3,721

194,361 206,762 12,400 12,615 214 147,986 152,197 4,210 4,895 685

11,918 8,673 △ 3,244 48 3,292 13,687 12,059 △ 1,627 79 1,707

116,467 126,143 9,676 10,707 1,030 114,000 120,085 6,084 7,319 1,234

116,467 126,143 9,676 10,707 1,030 114,000 120,085 6,084 7,319 1,234

- - - - - - - - - -

11,472 11,476 3 28 25 34,351 34,315 △ 35 59 95

5,319 5,414 94 95 0 5,588 5,593 4 4 -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

(注)１．本表には、ＣＤ（譲渡性預金）等、証券取引法上の有価証券に準じた取扱いを行うことが適当と認められるものを含んでいます。

２００１年度末

貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた
評   価    損    益

2,997 －

区        分

売 買 目 的 有 価 証 券

２００２年度末

貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた
評   価    損    益

－ －

区 分

２００２年度末

帳簿価額 時  価
差      損      益        

２００１年度末

帳簿価額 時  価
差      損      益        

満期保有目的の債券

責任準備金対応債券

子会社・関連会社株式

そ の 他 有 価 証 券

公 社 債

株 式

譲 渡 性 預 金

そ の 他

外 国 証 券

合    計

そ の 他 の 証 券

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

そ の 他

そ の 他 の 証 券

買 入 金 銭 債 権

公 社 債

株 式

公 社 債

株 式 等

外 国 証 券



 

11 
マスミューチュアル生命保険株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時価のない有価証券の帳簿価額は次のとおりです。

（単位：百万円）

２００２年度末 ２００１年度末

― ―

― ―

― ―

― ―

0 1

2,539 532

195 197

― ―

1,767 267

575 67

2,539 533

そ の 他

合               計

非 上 場 外 国 株 式 （ 店 頭 売 買 株 式 を 除 く ）

非 上 場 外 国 債 券

そ の 他 有 価 証 券

非 上 場 国 内 株 式 （ 店 頭 売 買 株 式 を 除 く ）

責 任 準 備 金 対 応 債 券

子 会 社 ・ 関 連 会 社 株 式

非 上 場 外 国 債 券

そ の 他

区                 分

満 期 保 有 目 的 の 債 券
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④金銭の信託の時価情報

（単位：百万円）

う ち 差 益 う ち 差 損 う ち 差 益 う ち 差 損

－ － － － － 16,688 16,688 － － －

・売買目的の金銭の信託

（単位：百万円）

・満期保有目的債券・責任準備金対応債券・その他有価証券の金銭の信託

（単位：百万円）

うち差益 うち差損 うち差益 うち差損

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － 15,323 13,690 △ 1,633 73 1,707

帳簿価額 時  価
差  損  益        

－

２００１年度末

区 分

２００２年度末 ２００１年度末

貸 借 対 照 表
計 上 額

時  価

差    損    益          
貸借対照表
計 上  額

時  価

差    損    益          

金 銭 の 信 託

当 期 の 損 益 に 含 ま れ た
評 価 損 益 貸 借 対 照 表計 上額

区            分
貸 借 対 照 表 計 上 額

２００２年度末 ２００１年度末

当 期 の 損 益 に 含 ま れ た
評 価 損 益

2,997

区 分

２００２年度末

帳簿価額 時  価
差  損  益        

売 買 目 的 有 価 証 券 －

満 期 保 有 目 的 の 債 券

責 任 準 備 金 対 応 債 券

そ の 他 有 価 証 券

－
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５． 貸　借　対　照　表

（単位：百万円）

年  度

科　目 構成比 構成比

％ ％

（ 資 産 の 部 ）

20,359 4.0 15,718 3.1

現 金 1 0.0 1 0.0

預 貯 金 20,358 4.0 15,716 3.1

5,414 1.1 5,593 1.1

－ － 16,688 3.3

355,595 69.3 300,327 60.0

国 債 50,375 9.8 39,968 8.0

地 方 債 2,167 0.4 7,372 1.5

社 債 154,221 30.0 100,894 20.2

株 式 8,869 1.7 272 0.1

外 国 証 券 128,120 25.0 117,437 23.5

そ の 他 の 証 券 11,841 2.3 34,381 6.9

110,859 21.6 137,818 27.5

保 険 約 款 貸 付 18,198 3.5 20,130 4.0

一 般 貸 付 92,660 18.1 117,688 23.5

15,824 3.1 15,939 3.2

土 地 7,882 1.5 7,988 1.6

建 物 7,654 1.5 7,424 1.5

動 産 286 0.1 324 0.1

建 設 仮 勘 定 2 0.0 201 0.0

120 0.0 49 0.0

6,546 1.3 8,562 1.7

未 収 金 1,009 0.2 1,274 0.3

前 払 費 用 96 0.0 80 0.0

未 収 収 益 3,493 0.7 3,733 0.7

預 託 金 460 0.1 601 0.1

仮 払 金 223 0.0 1,339 0.3

そ の 他 の 資 産 1,263 0.2 1,533 0.3

1,402 0.3 7,148 1.4

－ － 51 0.0

△ 2,864 △ 0.6 △ 7,274 △ 1.5

資 産 の 部 合 計 513,257 100.0 500,623 100.0

貸 倒 引 当 金

再 保 険 貸

そ の 他 資 産

繰 延 税 金 資 産

支 払 承 諾 見 返

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

貸 付 金

不 動 産 及 び 動 産

金　　額 金　　額

現 金 及 び 預 貯 金

買 入 金 銭 債 権

2002年度 2001年度

（2003年３月31日現在） （2002年３月31日現在）
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（単位：百万円）

年  度

科　目 金　　額 構成比 金　　額 構成比

％ ％

（ 負 債 の 部 ）

474,795 92.5 483,571 96.6

3,809 0.7 3,949 0.8

460,878 89.8 466,921 93.3

10,107 2.0 12,699 2.5

211 0.0 39 0.0

14,106 2.7 2,876 0.6

46 0.0 － －

11,582 2.3 608 0.1

974 0.2 835 0.2

175 0.0 284 0.1

407 0.1 363 0.1

800 0.2 655 0.1

120 0.0 128 0.0

1,287 0.3 1,127 0.2

1,169 0.2 1,057 0.2

－ － 51 0.0

491,570 95.8 488,724 97.6

（ 資 本 の 部 ）

13,000 2.5 － －

△ 3,388 △ 0.7 － －

43 0.0 － －

362 0.1 － －

退 職 手 当 積 立 金 49 0.0 － －

配 当 積 立 金 13 0.0 － －

別 途 積 立 金 300 0.1 － －

3,794 △ 0.7 － －

( 1,166 ) ( △ 0.2 ) － －

12,075 2.4 － －

△ 0 △ 0.0 － －

21,687 4.2 － －

－ － 13,000 2.6

－ － 43 0.0

－ － 43 0.0

－ － 2,265 △ 0.5

－ － 362 0.1

退 職 手 当 積 立 金 － － 49 0.0

配 当 積 立 金 － － 13 0.0

別 途 積 立 金 － － 300 0.1

－ － 2,627 △ 0.5

－ － ( 5,249 ) ( △ 0.1 )

－ － 1,121 0.2

－ － 11,898 2.4

（ 当 期 損 失 ）

評 価 差 額 金

資 本 の 部 合 計

利 益 準 備 金

欠 損 金

任 意 積 立 金

当 期 未 処 理 損 失

自 己 株 式

資 本 の 部 合 計

資 本 金

法 定 準 備 金

任 意 積 立 金

当 期 未 処 理 損 失

（ 当 期 損 失 ）

株 式 等 評 価 差 額 金

負 債 の 部 合 計

資 本 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

仮 受 金

退 職 給 付 引 当 金

価 格 変 動 準 備 金

支 払 承 諾

未 払 費 用

前 受 収 益

預 り 金

預 り 保 証 金

再 保 険 借

そ の 他 負 債

未 払 法 人 税 等

未 払 金

保 険 契 約 準 備 金

支 払 備 金

責 任 準 備 金

契 約 者 配 当 準 備 金

2002年度 2001年度

（2003年３月31日現在） （2002年３月31日現在）

513,257 100.0 500,623 100.0負債及び資本の部合計
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（貸借対照表注記） 

   

１．  有価証券（現金及び預貯金・買入金銭債権のうち有価証券に準じるもの及び金銭の信託におい

て信託財産として運用している有価証券を含む）の評価は、子会社株式及び関連会社株式（保険

業法第２条第 12 項に規定する子会社及び保険業法施行令第２条の３第２項に規定する子法人等

のうち子会社を除いたもの及び関連法人等が発行する株式をいう）については原価法、その他有

価証券のうち時価のあるものについては３月末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定

は移動平均法）、時価のないものについては取得差額が金利調整差額と認められる公社債（外国

債券を含む）については移動平均法による償却原価法（定額法）、それ以外の有価証券について

は移動平均法による原価法によっております。なお、その他有価証券の評価差額については、全

部資本直入法により処理しております。 

     平成 13 年度に資産負債管理方針に基づいて一部の債券を責任準備金対応債券としましたが、

デュレーション・マッチングの管理が困難となり、資産負債管理方針を変更する必要が生じたことか

ら当期末をもって当該区分の債券全額（簿価 192,542 百万円、時価 207,396 百万円）をその他有

価証券へと保有目的区分の変更を行っております。 

 

  ２．  デリバティブ取引の評価は時価法によっております。 

         

  ３．  不動産（平成10年4月１日以降に取得した建物を除く）及び動産の減価償却の方法は定率法に

より、平成 10 年４月１日以降に取得した建物の減価償却の方法は定額法により行っております。 

なお、動産のうち取得価額が 10 万円以上 20 万円未満のものについては、３年間で均等償却を

行っております。 

 

  ４．  外貨建資産・負債は、決算日の為替相場により円換算しております。 

 

      ５．  貸倒引当金は、資産の自己査定基準及び償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。

破産、民事再生等、法的形式的な経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻先」という）

に対する債権及び実質的に経営破綻に陥っている債務者（以下「実質破綻先」という）に対する債

権については、債権額から担保の回収可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、そ

の残額を計上しております。また、現状、経営破綻の状況にはないが、今後経営破綻に陥る可能

性が大きいと認められる債務者（以下「破綻懸念先」という）に対する債権については、債権額から

担保の回収可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支

払能力を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。上記以外の債権については、過去

の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を計上しておりま

す。 

     すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連部署が資産査定を実施し、当該部署か

ら独立した資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行

っております。 
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  ６．  退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、退職給付に係る会計基準（「退職給付に

係る会計基準の設定に関する意見書」平成 10 年６月 16 日企業会計審議会）に基づき、当期末に

おいて発生したと認められる額を計上しております。 

 

７．  価格変動準備金は保険業法第 115 条の規定に基づき算出した額を計上しております。 

  

  ８．  ヘッジ会計の方法は、「金融商品に係る会計基準の設定に関する意見書」（企業会計審議会 

平成 11 年１月 22 日）に従い、貸付金のキャッシュ・フローのヘッジとして金利スワップの特例処理

を行っております。 

         

  ９．  消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、資産にかかる控除

対象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、前払費用に計上し５年間で均

等償却し、繰延消費税等以外のものについては、発生事業年度に費用処理しております。 

 

 １０．  責任準備金は、保険業法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については保険

業法施行規則第 69 条第４項第４号の規定に基づいて５年チルメル式により計算した金額を上回る

額を積み立てております。 

 

 １１．  その他資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却の方法は、利用可能期間に基づ

く定額法により行っております。 

 

１２．  保険業法施行規則別紙様式が、「保険業法施行規則の一部を改正する内閣府令」（平成 15 年４

月 24 日内閣府令第 53 号）により改正されたことに伴い、以下のとおり表示方法を変更しておりま

す。 

（１） 前年度において資本の部は「資本金」、「法定準備金」及び「剰余金（欠損金）」として区分

掲記しておりましたが、当年度からは「資本金」及び「利益剰余金」として表示しております。 

（２） 前年度において区分掲記していた「評価差額金」は、当年度からは「株式等評価差額金」と

して表示しております。 

   

１３．  貸付金のうち、破綻先債権、延滞債権、３ヵ月以上延滞債権及び貸付条件緩和債権の額は、

4,858 百万円であります。なお、それぞれの内訳は以下のとおりであります。 

貸付金のうち、破綻先債権額は 494 百万円、延滞債権額は 2,717 百万円であります。 

延滞債権額のうち 59 百万円は保険約款貸付であり、うち 57 百万円は解約返戻金相当額で担保

されており、残額は全額引き当てられております。なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払

の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込

みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収

利息不計上貸付金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和 40 年政令第 97 号）第 96 条第１項第

３号のイからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸付金であります。

また、延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は
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支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸付金以外の貸付金であります。 

     貸付金のうち、３ヵ月以上延滞債権額は 11百万円であります。なお、３ヵ月以上延滞債権とは、

元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日を起算日として３ヵ月以上延滞している貸付金で破

綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。貸付金のうち、貸付条件緩和債権額は

1,634 百万円であります。なお、貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ること

を目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他債務者に有利

となる取決めを行ったもので、破綻先債権、延滞債権及び３ヵ月以上延滞債権に該当しない貸付

金であります。 

 

   １４．  不動産及び動産の減価償却累計額は 9,799 百万円であります。 

  

１５．  １株当たり当期損失は 16 円 62 銭であります。 

  

１６.  支配株主に対する金銭債権は44百万円、金銭債務は17百万円であります 

  

１７．  貸借対照表に計上した動産の他、リース契約により使用している重要な動産として電子計算機、

サーバー及び端末機器があります。 

 

 １８．  契約者配当準備金の異動状況は次のとおりです。 

             前年度末現在高              12,699 百万円 

             当年度契約者配当金支払額       2,774 百万円 

             利息による増加等                    80 百万円 

             契約者配当準備金繰入額            101 百万円 

             当年度末現在高                10,107 百万円 

 

 １９．  担保に供されている資産の額は 2,000 百万円であります。 

 

 ２０．  外貨建資産の額は 36,032 百万円であります。（主な外貨額 181 百万米ドル、72 百万ユーロ） 

外貨建負債の額は 17 百万円であります。（主な外貨額０百万米ドル） 

    

２１．  金融システム改革のための関係法律の整備等に関する法律附則第 140 条第５項の規定に基づ

き保険契約者保護機構が承継した旧保険契約者保護基金に対する当年度末における当社の今

後の負担見積額は 285 百万円であります。 

なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。 

 

２２．  保険業法第 259条の規定に基づく保険契約者保護機構に対する当年度末における当社の今後

の負担見積額は 1,230 百万円であります。 

     なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。 
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 ２３．  退職給付債務に関する事項は次のとおりであります。 

      (1) 退職給付債務及びその内訳 

          イ 退職給付債務                 △4,777 百万円 

          ロ 年金資産                             －     

          ハ 未積立退職給付債務（ｲ+ﾛ）        △4,777 百万円 

          ニ 会計基準変更時差異の未処理額      3,998 百万円 

          ホ 未認識数理計算上の差異                   － 

          へ 未認識過去勤務債務              △508 百万円   

          ト 貸借対照表計上額純額（ﾊ+ﾆ+ﾎ+ﾍ）   △1,287 百万円 

          チ 前払年金費用                          －     

          リ 退職給付引当金                 △1,287 百万円 

      (2) 退職給付債務等の計算基礎 

          イ 退職給付見込額の期間配分方法      期間定額基準 

          ロ 割引率                              2.5％ 

          ハ 会計基準変更時差異の処理年数            15 年 

          ニ 数理計算上の差異の処理年数              1 年 

ホ 過去勤務債務の処理年数                 11 年 

 

会計基準変更年度において、退職給付債務が 1,848 百万円過大に計上されており、この結果

会計基準変更時差異も同額過大に計上されていたため、当年度において同額相殺処理としま

した。 

 

  ２４．  繰延税金資産の総額は、8,257 百万円、繰延税金負債の総額は、6,854 百万円であります。 

繰延税金資産の発生の主な原因別内訳は、繰越欠損金 3,535 百万円、保険契約準備金 1,388

百万円、有価証券等減損１,214 百万円、貸倒引当金 765 百万円、退職給付引当金 441 百万円

であります。繰延税金負債の発生の原因は、その他有価証券の評価差額に関する 6,854 百万円

であります。 

当期における法定実効税率は 36.2％であり、法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の

負担率との間の差異の主要な内訳は、過年度法人税等 6.1％、税額控除 1.2％であります。 

 

２５． 資本の欠損は、3,432 百万円であります。 
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６．損　益　計　算　書

（単位：百万円）

年  度

科　目

％ ％
経　常　収　益 80,364 100.0 90,536 100.0

56,917 70.8 56,259 62.1
54,293 67.6 56,118 62.0
2,623 3.3 140 0.2

17,144 21.3 18,565 20.5
13,916 17.3 14,389 15.9

預 貯 金 利 息 2 0.0 6 0.0
有 価 証 券 利 息 ・ 配 当 金 8,548 10.6 8,150 9.0
貸 付 金 利 息 4,259 5.3 5,327 5.9
不 動 産 賃 貸 料 976 1.2 860 1.0
そ の 他 利 息 配 当 金 129 0.2 43 0.0

70 0.1 290 0.3
2,644 3.3 3,495 3.9

244 0.3 － －
264 0.3 189 0.2

4 0.0 200 0.2
6,303 7.8 15,711 17.4

41 0.1 19 0.0
26 0.0 23 0.0

－ － 1,380 1.5
139 0.2 1 0.0

6,043 7.5 14,147 15.6
51 0.1 138 0.2

経　常　費　用 84,199 104.8 97,022 107.2
66,938 83.3 75,519 83.4
24,991 31.1 23,788 26.3
5,626 7.0 5,084 5.6

11,167 13.9 13,966 15.4
20,168 25.1 27,254 30.1
4,430 5.5 5,142 5.7

553 0.7 282 0.3
80 0.1 153 0.2
80 0.1 153 0.2

3,996 5.0 5,434 6.0
0 0.0 3 0.0

449 0.6 468 0.5
2,088 2.6 4,379 4.8

－ － 36 0.0
712 0.9 － － 
320 0.4 262 0.3
424 0.5 282 0.3

11,878 14.8 14,451 16.0
1,305 1.6 1,464 1.6

22 0.0 24 0.0
682 0.8 819 0.9
416 0.5 613 0.7
160 0.2 － － 
22 0.0 7 0.0

経　常　損　失 3,834 △ 4.8 6,486 △ 7.2
そ の 他 の 経 常 費 用

減 価 償 却 費
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額

そ の 他 経 常 費 用
保 険 金 据 置 支 払 金
税 金

賃 貸 用 不 動 産 等 減 価 償 却 費
そ の 他 運 用 費 用

事 業 費

金 融 派 生 商 品 費 用
貸 倒 引 当 金 繰 入 額

支 払 利 息
有 価 証 券 売 却 損
有 価 証 券 評 価 損

再 保 険 料
責 任 準 備 金 等 繰 入 額

契約者配当金積立利息繰入額
資 産 運 用 費 用

年 金
給 付 金
解 約 返 戻 金
そ の 他 返 戻 金

責 任 準 備 金 戻 入 額
そ の 他 の 経 常 収 益

保 険 金 等 支 払 金
保 険 金

年 金 特 約 取 扱 受 入 金
保 険 金 据 置 受 入 金
退 職 給 付 引 当 金 戻 入 額
支 払 備 金 戻 入 額

経

常

損

益

の

部

金 銭 の 信 託 運 用 益
有 価 証 券 売 却 益
有 価 証 券 償 還 益
為 替 差 益
そ の 他 運 用 収 益

そ の 他 経 常 収 益

資 産 運 用 収 益
利 息 及 び 配 当 金 等 収 入

保 険 料
再 保 険 収 入

百分比

保 険 料 等 収 入

金     額 百分比 金     額

〕分 2003 年 ３ 月 31 日 ま で 2002 年 ３ 月 31 日 ま で

2002年度 2001年度

区
〔 2002 年 ４ 月 １ 日 か ら 〕〔 2001 年 ４ 月 １ 日 か ら
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（単位：百万円）

年  度

科　目

特　別　利　益 2,526 3.1 3,172 3.5
838 1.0 1,192 1.3
－ － 1,196 1.3
－ － 783 0.9

1,688 2.1 － － 
特　別　損　失 228 0.3 4,566 5.0

117 0.1 311 0.3
111 0.1 － － 
－ － 4,255 4.7
101 0.1 184 0.2

1,638 △ 2.0 8,064 △ 8.9
0 0.0 104 0.1

△ 472 △ 0.6 △ 2,920 △ 3.2
1,166 △ 1.5 5,249 △ 5.8

△ 2,627 △ 3.3 2,621 2.9
3,794 △ 4.7 2,627 △ 2.9

2002年度 2001年度

区
〔 2002 年 ４ 月 １ 日 か ら 〕〔 2001 年 ４ 月 １ 日 か ら

百分比 金     額

〕分 2003 年 ３ 月 31 日 ま で 2002 年 ３ 月 31 日 ま で

百分比金     額

特
別
損
益
の
部

不 動 産 動 産 等 処 分 益
貸 倒 引 当 金 戻 入 額
価 格 変 動 準 備 金 戻 入 額

不 動 産 動 産 等 処 分 損
価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額
そ の 他 特 別 損 失

そ の 他 特 別 利 益

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額
税 引 前 当 期 損 失
法 人 税 及 び 住 民 税
法 人 税 等 調 整 額
当 期 損 失
前 期 繰 越 利 益 ／ 損 失 （ △ ）
当 期 未 処 理 損 失
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（損益計算書注記） 

 

１．支配株主との取引による収益は 3,998 百万円、費用は 358 百万円であります。 

 

２．有価証券売却益の内訳は、外国証券 1,448 百万円、国債等債券 1,196 百万円であります。 

                         

   ３．有価証券売却損の主な内訳は、外国証券 360 百万円、その他有価証券 88 百万円であります。 

         

   ４．有価証券評価損の内訳は、株式 1,233 百万円、金銭の信託 524 百万円、外国証券 331 百万円で

あります。 

         

   ５．退職給付費用の総額は、658 百万円であります。なお、その内訳は以下のとおりです。 

     イ 勤務費用                              249 百万円      

     ロ 利息費用                              122 百万円 

     ハ 会計基準変更時差異の費用処理額        487 百万円 

     ニ 数理計算上の差異の費用処理額        △150 百万円 

ホ 過去勤務債務の費用処理額             △50 百万円 

         

   ６．不動産動産等処分益の主な内訳は不動産の処分益 834 百万円であります。 

   

  ７．不動産動産等処分損の内訳は、その他資産の処分損 49 百万円、不動産の処分損 46 百万円、動

産の処分損 20 百万円であります。 

 

８．その他特別利益の内訳は、再保険契約に伴う再保険収入 1,688 百万円であります。 
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７．経常利益等の明細（基礎利益）
（単位：百万円）

2002年度 2001年度

基礎利益 Ａ △ 3,381 △ 5,563

キャピタル収益 2,979 3,975

金銭の信託運用益 70 290

売買目的有価証券運用益 －　 －　

有価証券売却益 2,644 3,495

金融派生商品収益 －　 －　

為替差益 264 189

その他キャピタル収益 －　 －　

キャピタル費用 2,537 4,884

金銭の信託運用損 －　 －　

売買目的有価証券運用損 －　 －　

有価証券売却損 449 468

有価証券評価損 2,088 4,379

金融派生商品費用 －　 36

為替差損 －　 －　

その他キャピタル費用 －　 －　

キャピタル損益 Ｂ 441 △ 909

キャピタル損益含み基礎利益 Ａ＋Ｂ △ 2,940 △ 6,472

臨時収益 －　 －　

再保険収入 －　 －　

危険準備金戻入額 －　 －　

その他臨時収益 －　 －　

臨時費用 894 13

再保険料 －　 －　

危険準備金繰入額 －　 13

個別貸倒引当金繰入額 894 －　

特定海外債権引当勘定繰入額 －　 －　

貸付金償却 －　 －　

その他臨時費用 －　 －　

臨時損益 Ｃ △ 894 △ 13

経常損失 Ａ＋Ｂ＋Ｃ 3,834 6,486
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８．損失処理案

（単位：千円）

科　　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　額

3,794,343

3,794,343次 期 繰 越 損 失

当 期 未 処 理 損 失

2002年４月１日から

2003年３月31日まで
損失処理に関する書面（案）2002年度 ( )
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9. 債務者区分による債権の状況
（単位：百万円、%)

2002年度末 2001年度末

2,146 9,532

1,070 10

1,646 7,258

4,864 16,801

(4.3) (12.0)

107,375 122,646

112,239 139,448

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

小       計

合       計

      ４． 正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から３

           経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

           付金（注１及び２に掲げる債権を除く。）、条件緩和貸付金とは債務者の経営再建又は支援
           を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その
           他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金（注１及び２に掲げる債権並びに３ヵ月以上
           延滞貸付金を除く。）です。

区     分

           保険約款貸付60百万円（うち57百万円は解約返戻金相当額で担保）を含みます。
      ３． 要管理債権とは、３ヵ月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金です。なお、３ヵ月以上延
           滞貸付金とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３ヵ月以上遅延している貸

 (注)１． 破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産、会社更生、再生手続等の事由により

      ２． 危険債権とは、債務者が経営破綻の状態に至っていないが、財務状態及び経営成績が
           悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権
           です。なお、危険債権には、元金及び未収利息の合計額が解約返戻金相当額を超過した

(対合計比）

正常債権

           までに掲げる債権以外のものに区分される債権です。
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10. リスク管理債権の状況
（単位：百万円、%)

2002年度末 2001年度末

494 890

2,717 8,645

11 26

1,634 2,142

4,858 11,704

(4.4) (8.5)

　　　　に対する貸付金です。
　　２．延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は

(注)１．破綻先債権とは、元本または利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由
      　により元本または利息の取立てまたは弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなか
      　った貸付金（未収利息不計上貸付金）のうち、会社更生法、民事再生法、破産法、商法等に
　　　　よる手続き申立てにより法的倒産となった債務者、または手形交換所の取引停止処分を受け

区     分

破綻先債権額  ①

延滞債権額     ②

         いるもので、破綻先債権、延滞債権に該当しない貸付金です。

3ヶ月以上延滞債権額  ③

貸付条件緩和債権額   ④

合計  ①+②+③+④

        支援を図ることを目的として利息の支払いを猶予したもの以外の貸付金です。なお、延滞債

  （貸付残高に対する比率）

　　　　た債務者、あるいは、海外の法律により上記に準ずる法律上の手続き申立てがあった債務者

         には、元金及び未収利息の合計額が解約返戻金相当額を超過した保険約款貸付59百万円
         （うち56百万円は解約返戻金相当額で担保）を含めております。
    ３．３ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ヵ月以上延滞して

        もので、破綻先債権、延滞債権および３ ヵ月以上延滞債権に該当しない貸付金です。

　　４．貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、
         利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った
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11.ソルベンシー・マージン比率

（単位：百万円）

    　　　　項　　　　　　　目 ２００２年度末 ２００１年度末

ソルベンシー・マージン総額  （Ａ）
51,037 38,912

資本の部合計 9,611 10,777

価格変動準備金 1,169 1,057

危険準備金 3,272 3,272

一般貸倒引当金 971 1,153

その他有価証券の評価差額×90％(マイナスの場合100％) 17,037 1,581

土地の含み損益×85％(マイナスの場合100％) 10,528 12,158

負債性資本調達手段等 － －

控除項目 － －

その他 8,447 8,909

リスクの合計額　　　　　　　 （Ｂ）
13,789 14,763

保険リスク相当額 Ｒ１ 2,164 2,422

予定利率リスク相当額 Ｒ２ 4,508 4,741

資産運用リスク相当額 Ｒ３ 8,643 9,320

経営管理リスク相当額 Ｒ４ 459 494

ソルベンシー・マージン比率

     （Ａ）     

  １／２×（Ｂ）

 (注) 1.上記は､保険業法施行規則第86条､第87条及び平成8年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出しています｡

            

       2.「資本の部の合計」には、保険業法施行規則第86条第1項第1号に規定する額を計上しています。

740.3% 527.2%
　×１００

� � 4
2

32
2

1 RRRR ���
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12.  2002 年度特別勘定の現況 

 

（１）特別勘定資産残高の状況 

該当ありません。 

 

（２）個人変額保険（特別勘定）の状況 

該当ありません。 

 

13.  保険会社及びその子会社等の状況 

 

連結財務諸表作成対象子会社はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


